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１．はじめに 

 RC 高架構造物は，劣化に対する予防保全，鋼材腐食によって生じるひび割れ,はく離・はく落対策を目的として，

表面被覆が施される場合がある．しかしながら，コンクリート表面を被覆すると目視での変状の把握が困難となり，

表面被覆裏側のひび割れが検知できなくなる等，維持管理上問題となると考える（図-1）．そこで，表面被覆された

RC構造物の変状検知モニタリングシステムの開発を目的として，導電塗料 1)に着目した性能確認試験を行った． 

２．実験方法 

導電塗料（表-1）が検知可能なひび割れ幅について検

討した． 試験体は 100×100×400mm の鉄筋コンクリ

ート（圧縮強度：31.6N/mm²（28日強度），鉄筋（D16
（SD345））である．検討項目は，導電塗料の塗布回数

（1 回（平均塗布厚：0.071mm）），2 回（平均塗布厚：

0.138mm）），塗布幅（5，10，15mm）および表面被覆材

の有無およびその種類（なし，A：エポキシ系，B：セメ

ント系，上塗り材はアクリル系）である．図-2に示すよ

うに，試験体1体あたり3面に対して検知ひび割れ幅を

測定できるように設定し，一軸引張試験を実施した．各

ケースの測定数は 9（塗布回数 1 回，表面被覆材なしの

場合は18）である．本試験において，検知ひび割れ幅は，

ひび割れにより導電塗料が通電しなくなった時のπゲー

ジの値とした．図-3に試験体の断面図を示す．表面被覆

材は，導電塗料の上塗り材の上から塗布した．なお，表

面被覆材（エポキシ系，セメント系）を塗布しても，導

電塗料の溶解はほとんどみられず，抵抗値にも変化はみ

られなかった． 

３．実験結果 

著者らの研究 2)により，ひび割れが生じても導電塗料

の一部が破断されずに通電する現象，「ブリッジ現象」が

発生した場合，検知ひび割れ幅が大きくなることが確認

されている．本試験においても，図-4に示すような，数

mm程度のひび割れ幅まで検知しないブリッジ現象が発

生し，図-5 に示すように，検知性能が大きく低下した．

図-6にブリッジ現象の発生率を示す．導電塗料の塗布幅

が広い場合，塗布回数が少ない場合，表面被覆材を塗布

した場合に発生率が高くなる傾向がみられた．しかしな

がら，本実験結果程度の発生率であれば，実施工におい

ては導電塗料を並列に複数本塗布することにより検知性 
能を発揮できるものと考える．   
ブリッジ現象が発生した場合であっても，並列塗布箇

所のうち最初の検知をもって，当該個所の検知とするこ 
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図-1 本検討の概念図 
 

表-1 導電塗料の品質 
種類 材質 

下塗り材 エポキシ樹脂 
中塗り材 

（導電性材料） 
銀含有ポリエステル樹脂 

上塗り材 アクリル樹脂 
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a)概念図（側面図）      b)概念図（展開図） 

  
c)試験状況          d)試験体拡大図 

図-2 性能確認試験の概要 
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とが出来ると考える．そこで，性能評価においてはブリッ

ジ現象を除外したデータを用いた． 
図-7に検知ひび割れ幅の度数分布を示す．表面被覆材が

ない場合，平均値は0.511mm（標準偏差：0.237mm），表

面被覆材 A 塗布の場合，平均値は 0.739mm（標準偏差：

0.237mm），表面被覆材B塗布の場合，平均値は0.631mm
（標準偏差：0.309mm）となった．表面被覆材を塗布する

と検知幅の平均値が増加し，ばらつきが大きくなる傾向が

みられた． 
図-8 に項目ごとに整理した検知ひび割れ幅の平均値を

示す．塗布回数で大きな差異はみられず，塗布幅が広くな

るにつれて検知幅が大きくなる傾向がみられた．エポキシ

系の表面被覆材Aは被覆材がない場合に比べ 0.2mm 程度

検知幅が大きくなった．セメント系の表面被覆材Bは2回

塗りの場合，性能低下はあまり見られなかったが，1 回塗

り場合は 0.2mm 程度性能が低下した．表面被覆材はひび

割れ追従性があり，導電塗料に作用する引張力に対して補

強効果があるため，導電塗料破断時のひび割れ幅が大きく

なったと推測される．実施工においては，厚塗りした幅

5mm程度の導電塗料を塗布するのがよいと考える． 
４．まとめ 

1）導電塗料の塗布幅が広い場合，塗布回数が少ない場合 
および表面被覆材を塗布した場合にブリッジ現象の発 
生率が高くなる傾向みられた． 

2）表面被覆材がない場合の検知幅の平均値は0.511mmとなり，表面被覆材を塗布すると検知幅の平均値が増加し， 
ばらつきが大きくなる傾向がみられた． 
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検知幅：0.668mm

 

検知幅:3.182mm

 
    a)ブリッジ現象なし   b)ブリッジ現象発生 

図-4 ブリッジ現象の発生例 
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図-6 ブリッジ現象発生率 
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a)表面被覆材なし  b)表面被覆材A  c)表面被覆材B 

図-7 検知ひび割れ幅の度数分布 
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図-8 検知ひび割れ幅の平均値 
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図-3 試験体の断面形状 
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図-5 測定結果の例（図-4測定時） 
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